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５ 大陸の高度別面積割合（％） 

  次の表１は、大陸の高度別面積割合（％）を示している。表１中の①～⑦は、アジア大陸、

アフリカ大陸、ヨーロッパ大陸、北アメリカ大陸、南アメリカ大陸、オーストラリア大陸、南

極大陸のいずれかである。①～⑦に該当する大陸を考えてみよう。まず自分で考え、そのあと

地図帳の p.173,p.174を参考にして答えよう。 

表１ 

高度（ｍ） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

200 未満  6.4 52.7 39.3 38.2 29.9 24.6 9.7 

200～500  2.8 21.2 41.6 29.8 30.7 20.2 38.9 

500～1,000  5.0 15.2 16.9 19.2 12.0 25.9 28.2 

1,000～2,000  22.0 5.0 2.2 5.6 16.6 18.0 19.5 

2,000～3,000  37.6 2.0 0.0 2.2 9.1 5.2 2.7 

3,000～4,000  26.2 0.0 0.0 2.8 1.7 2.0 1.0 

4,000～5,000  0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 4.1 0.0 

5,000 以上  … … … 0.0 0.0 1.1 0.0 

『データブック オブ・ザ・ワールド 2020』により作成 

 

①南極大陸…高度が 2,000～3,000ｍになる氷河で覆われている。 

       最高標高 4,897ｍ（ヴィンソンマッシーフ）※2004 年の GPS 測定で 4,892ｍ 

②ヨーロッパ大陸…200ｍ未満の割合が大きい。 

最高標高 4,808ｍ（モンブラン／アルプス山脈） 

③オーストラリア大陸…200～500ｍの割合が大きい。 

最高標高 4,205ｍ（マウナケア／ハワイ諸島） 

④南アメリカ大陸…4,000～5,000ｍの割合がアジアの次に大きい。 

          最高標高 6,960ｍ（アコンカグア／アンデス山脈） 

⑤北アメリカ大陸…2,000～3,000ｍの割合が南極を除く他の大陸よりも大きい。 

          最高標高 6,194ｍ（マッキンリー／アラスカ山脈） 

⑥アジア大陸（カフカス含む）…4,000ｍ以上の割合が他の大陸よりも大きい。 

                最高標高 8,848ｍ（エヴェレスト／ヒマラヤ山脈） 

⑦アフリカ大陸…200ｍ未満の割合が小さく、500～1,000ｍの割合が他の大陸よりも大きい。 

         最高標高 5,895ｍ（キリマンジャロ／タンザニア） 


